
県
本
部
は
２
月

11日
午
前

「
県
本
部
２
０
２
３
中
央
委

員
会
」
を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
開

催
し

21単
組
ほ
か

48人
が
参

加
。
《
報
告
》
①

22秋
季
年

末
の
経
過
到
達
・
教
訓
課
題
、

②
中
間
決
算
、
③
会
計
監
査
、

《
提
案
》
①

23春
闘
～
夏
季

の
要
求
実
現
・
組
合
加
入
方

針
、
②
県
本
部
会
計
処
理
規

定
改
定
な
ど
に
つ
い
て
執
行

部
が
提
案
。
単
組
と
部
評
か

ら

19人
が
発
言
し
、
す
べ
て

の
報
告
・
提
案
が
承
認
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
（
以
下

「
発
言
骨
子
」
一
部
紹
介
）

【
周
桑
病
院
】
職
員
が
徐
々

に
減
も
新
し
い
人
が
入
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ

で
病
棟
を
分
け
て
い
る
が
職

員
数
が
全
然
足
り
ず
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
【
新

居
浜
水
道
】
年
休
取
扱
い
で

半
日
休
廃
止
、
１
日
か
時
間

単
位
に
。
労
基
法
は
年

40時

間
限
度
だ
が
昨
年
実
績
で

40

時
間
超
取
得
職
員
も
多
く
改

善
へ
交
渉
申
し
入
れ
た
。

【
西
予
】
単
組
要
求
・
統
一

要
求
の
提
出
な
ど
で
要
求
が

前
進
。
初
任
給
調
整
手
当
新

設
で
の
ケ
ア
労
働
者
処
遇
改

善
、
朝
・
夕
方
勤
務
の
通
年

実
施
、
夏
期
休
暇
５
日
、
衛

生
委
員
会
の
毎
月
開
催
、
日

直
業
務
を
会
計
年
度
任
用
職

員
で
対
応
な
ど
前
進
。
要
求

し
続
け
改
善
で
き
た
。
県
本

部
体
制
は
維
持
・
拡
充
求
め

る
。
【
新
居
浜
文
体
】
県
内

の
社
協
・
事
業
団
な
ど
の
指

定
管
理
者
の
賃
金
調
査
で
実

態
を
把
握
し
、
自
治
体
水
準

に
引
き
上
げ
る
要
求
を
行
い

た
い
。
【
伊
予
】
昨
年
定
期

大
会
時
に
活
動
方
針
と
し
て

組
合
活
動
の
改
革
を
方
針
と

し
て
決
定
。
団
体
交
渉
か
ら

見
直
し
、
建
設
的
議
論
が
で

き
る
場
と
す
る
こ
と
を
要
望
。

【
松
山
】
清
掃
課
は
組
合
加

入
１
０
０
％
。
松
山
市
は
３

月
か
ら
ふ
れ
あ
い
収
集
を
始

め
る
。
現
在
の
人
員
だ
け
で

は
し
ん
ど
い
た
め
、
組
合
と

し
て
新
規
採
用
を
要
求
す
る
。

【
宇
和
島
病
院
】
近
隣
で
一

番
低
い
初
任
給
改
善
を
一
番

に
と
り
く
ん
で
い
る
。
当
局

は
今
い
る
職
員
の
処
遇
改
善

が
重
要
と
の
意
見
だ
が
あ
わ

せ
て
の
改
善
が
必
要
。
【
津

島
吉
田
】
慢
性
的
な
人
員
不

足
で
職
員
の
高
齢
化
や
行
動

制
限
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
い
る
。
感
染
な
ど
職

員
が
出
勤
で
き
な
い
場
合
も

補
う
た
め
、
処
遇
改
善
手
当

で
足
り
る
勤
務
体
制
で
は
な

い
。
【
医
療
介
護
評
】
幹
事

会
を
開
催
。
定
年
引
上
げ
・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉

手
当
支
給
を
学
習
。
医
療
職

員
の
初
任
給
、
特
に
看
護
師

の
前
歴
加
算
の
各
自
治
体
調

査
を
決
定
。
【
内
子
】
来
年

度
か
ら
初
任
給
３
号
改
善
、

県
内
中
間
程
度
の
給
与
水
準

で
人
員
確
保
も
期
待
で
き
る
。

来
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
の
期
末
手
当
０
・
１
月

分
増
。
定
年
引
上
げ
に
伴
う

高
齢
者
部
分
休
業
制
度
も
実

施
。
【
新
居
浜
社
協
】
嘱
託

職
員
の
賞
与
・
勤
勉
手
当
と

退
職
金
を
要
求
。
正
規
の
賞

与
は
２
カ
月
だ
が
嘱
託
職
員

は
０
・
２
カ
月
分
で
、
勤
勉

手
当
も
な
い
。
退
職
金
制
度

も
な
く
、
今
後
要
望
し
て
い

く
。
研
修
は
充
実
し
て
い
る

が
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
他

の
職
場
に
い
く
流
れ
が
あ
り
、

こ
れ
を
止
め
た
い
。
な
ど
。

県
本
部
は
２
月
２
・
３
・

６
・
７
日
、
統
一
要
求
を
提

出
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

〔
文
責
：
県
本
部
〕

２
月

11日
午
後
、
県
本
部

は
「

23組
織
集
会
」
を
ｗ
ｅ

ｂ
併
用
で
開
催
し
、

15単
組

30人
が
参
加
。
森
賀
委
員
長

が
《
組
織
強
化
拡
大
の
基
本

方
針
》
と
し
て
、
〇
拡
大
で

は
県
本
部
と
し
て
の
目
標
を

設
定
、
新
採
職
員
全
員
の
獲

得
を
目
指
し
、
運
動
の
中
で

正
規
・
非
正
規
問
わ
な
い
組

織
拡
大
の
追
求
を
。
〇
自
治

体
の
非
正
規
職
員
・
会
計
年

度
任
用
職
員
の
具
体
的
要
求

を
示
し
、
実
現
の
た
め
の
組

合
加
入
を
。
〇
公
務
公
共
公

共
関
係
職
場
で
の
労
働
条
件

改
善
・
組
織
化
の
と
り
く
み
、

〇
次
世
代
育
成
を
視
野
に
入

れ
た
学
習
会
な
ど
、
〇
４
月

か
ら
の
支
援
措
置
も
含
め
自

治
労
連
共
済
等
の
魅
力
を
い

か
し
た
組
織
強
化
・
拡
大
、

〇
消
防
職
員
と
進
め
る
要
求

実
現
、
な
ど
を
提
起
。
《
特

別
報
告
》
「
自
治
労
連
、
自

治
労
、
私
た
ち
は
な
ぜ
自
治

労
連
を
結
成
し
た
の
か
」
。

小
原
本
部
中
執
か
ら
《
実
践

報
告
》
「
誇
り
と
怒
り
の
３

Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
～
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と
組

織
化
」
、
全
国
の
経
験
を
具

体
的
に
紹
介
。
組
織
強
化
拡

大
方
針
と
２
つ
の
報
告
を
受

け
て
《
自
由
討
論
》
を
行
い
、

「
各
単
組
で
組
織
化
・
組
織

拡
大
に
取
り
組
む
上
で
の
課

題
は
」
な
ど
、
各
単
組
参
加

者
が
発
言
し
交
流
し
ま
し
た
。

【
Ａ
事
務
組
合
】
定
年
引
上

げ
に
よ
り

60歳
超
の
職
の
確

保
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
職

員
の
高
齢
化
が
進
み
会
計
年

度
任
用
職
員
の
任
期
満
了
後

に
再
応
募
し
て
も
ら
え
る
の

か
不
安
が
あ
る
。
【
Ｂ
市
】

男
性
育
休
は
今
後
も
複
数
人

が
取
得
希
望
を
表
明
。
現
在

再
任
用
は
４
級
ま
で
運
用
し
、

業
務
の
変
更
も
し
て
お
り
、

役
職
定
年
制
で
も
違
和
感
は

な
い
。
採
用
は
順
調
で
は
な

く
、
様
々
な
措
置
を
し
尽
く

し
て
応
募
が
や
っ
と

横
ば
い
。
専
門
職
は

40

代
の
公
務
員
の
給

料
で
は
応
募
に
期
待

は
難
し
い
だ
ろ
う
。

【
Ｃ
市
】
年
々
採
用

試
験
の
競
争
倍
率
は

下
が
っ
て
い
る
状
況

で
危
機
感
は
持
っ
て
い
る
、

技
術
職
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は
難
し
い
。
辞
退
者
は
年

平
均
２
～
３
割
、
抜
本
的
な

改
善
策
が
な
い
。
会
計
年
度

任
用
職
員
は
公
募
し
従
来
の

勤
務
は
評
価
し
な
い
。
【
Ｄ

市
】
２
カ
月
に
１
回
程
度
の

年
休
取
得
を
促
進
。
祖
父
母

の
育
児
休
暇
の
取
得
制
度
新

設
に
向
け
て
調
整
中
。
会
計

年
度
職
員
の
雇
い
止
め
は
原

則
行
わ
な
い
が
、
同
じ
職
員

の
長
期
間
任
用
は
適
切
で
な

い
と
制
度
導
入
時
に
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
勤
務
評
価
等
を

見
な
が
ら
再
度
任
用
の
判
断

を
し
た
い
。
【
Ｅ
水
道
】
技

術
職
員
の
仕
事
が
年
々
増
え

て
い
る
が
、
採
用
困
難
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。
土
木
技

師
は
就
職
先
の
選
択
肢
が
幅

広
く
あ
り
、
民
間
と
の
待
遇

格
差
も
広
が
っ
て
い
る
。

【
Ｆ
市
】
現
在
タ
イ
ム
カ
ー

ド
管
理
だ
が
Ｉ
Ｃ
化
を
検
討
。

官
民
の
初
任
給
格
差
で
直
ち

に
応
募
者
数
に
影
響
が
出
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
技

術
職
の
応
募
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
【
Ｇ
町
】
ラ
ス
指

数
は
昨
年
よ
り
は
改
善
し
て

い
る
が
全
県
的
に
は
低
位
で

将
来
的
な
不
安
要
素
と
な
っ

て
い
る
。
初
任
給
改
善
等
も

具
体
的
に
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
。
昨
年
内
子
町
が

改
善
し
た
と
の
情
報
を
得
て

お
り
、
今
後
内
子
町
の
ラ
ス

指
数
の
変
化
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。
男
性
育
休
は
昨

年
２
人
、
今
年
１
人
が
取
得
、

消
防
職
員
の
取
得
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
【
Ｈ
市
】
物
価
等

が
相
当
上
が
っ
て
お
り
連
動

す
る
形
で
民
間
給
与
引
き
上

げ
の
情
報
は
認
識
。
時
間
管

理
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
基
本
、

出
先
な
ど
は
Ｐ
Ｃ
で
管
理
。

代
休
取
得
は
未
取
得
の
場
合

シ
ス
テ
ム
上
で
注
意
喚
起
さ

れ
る
。
申
込
者
数
は
若
干
減

少
気
味
だ
が
倍
率
は
高
い
。

【
Ｉ
市
】
職
員
の
初
任
給
は

改
善
を
計
画
し
て
い
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始

ま
っ
て
３
年
が
経
過
し
、
基

礎
号
給
（
初
任
給
）
及
び
上

限
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。

（１） 第５５３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ２月２０日

第 ５５３ 号

日 程

【２月】

22 春闘要求書一斉提出日

県公務員共闘会議常任幹

事会

25 自治労連都市職･町村職

部会合同全国集会（web）

26 「機関紙・宣伝・SNSの

活用をすすめる講座」(web)

【３月】

１ 医療三単産国会議員要請

保育政府・国会要請行動

２ 中央行動・四国ブロック

総務省要請

３ 自治労連全国代表者会議

４ 自治労連青年女性ステッ

プセミナー（web）

青年部幹事会

県本部次世代育成休暇学

習会

８ 集中回答日

９ 自治労連全国統一行動日

11 県本部拡大執行委員会

（web併用）

３・１１集会・デモ

12 青プロ拡大全国実行委員

会（web）



南
予
総
支
部
は
２
月
３
日

単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
し

５
単
組
９
人
が
参
加
。
協
議

事
項
で
は
県
本
部
統
一
要
求

提
出
時
の
要
請
や
り
取
り
に

つ
い
て
の
特
徴
的
な
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
県
本
部
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
け
て

各
単
組
か
ら
、
初
任
給
な
ど

の
改
善
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
や
採
用
、
労
働
時

間
管
理
・
休
暇
の
改
善
、
振

替
休
日
・
代
休
取
得
の
適
正

化
、
職
員
の
健
康
診
断
・
人

間
ド
ッ
ク
の
利
用
状
況
、
庁

内
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
な

ど
、
各
単
組
で
の
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
３
月
２
日

春
闘
中
央
行
動
は
南
予
総
支

部
枠
と
し
て
２
人
を
予
定
し
、

割
り
振
り
単
組
と
し
て
西
予

で
引
き
受
け
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

東
予
総
支
部
は
１
月

25日
、

単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

３
単
組
５
人
が
参
加
。
折
か

ら
の
寒
波
で
、
水
道
関
係
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

春
闘
に
向
け
て
具
体
的
な
議

論
を
行
い
ま
し
た
。
「
基
本

賃
金
の
引
き
上
げ
」
で
は
重

点
課
題
「
初
任
給
の
改
善
」

で
四
国
中
央
市
の
「
初
任
給

改
善
」
の
当
局
提
案
が
報
告

さ
れ
、
東
予
全
体
へ
の
波
及

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
ま
た
、

東
予
４
市
の
共
通
課
題
「
会

計
年
度
任
用
職
員
期
末
手
当

値
切
り
（
年
間
２
・
０
月
）
」

に
つ
い
て
、
県
市
町
振
興
課

要
請
の
回
答
や
総
務
省
通
知

な
ど
を
示
し
な
が
ら
「
正
規

と
同
等
の
支
給
」
の
運
動
を

強
化
す
る
方
針
や
総
務
省
が

意
向
を
固
め
た
「
勤
勉
手
当

の
支
給
」
に
つ
い
て
も
、
遅

れ
る
こ
と
な
く
支
給
す
る
よ

う
要
求
を
強
め
て
い
く
方
針

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
月

28日
愛
媛
労
連
は
第

35回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

46人
が
参
加
。
今
井
愛
媛
労

連
議
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
で

「
物
価
高
騰
が
生
活
を
直
撃

し
て
お
り
、
春
闘
で
正
規
も

非
正
規
も
大
幅
賃
上
げ
を
め

ざ
そ
う
。
賃
上
げ
が
社
会
的

世
論
に
な
っ
て
お
り
、
組
合

が
要
求
し
運
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
組
合
が

行
動
し
交
渉
力
を
高
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
烏
谷

事
務
局
長
が
「
活
動
経
過
」

「
春
闘
方
針
案
」
を
報
告
・

提
案
。
討
論
で
は
【
自
治
労

連
】
２
月
県
本
部
統
一
要
求

で
は
給
与
・
労
働
時
間
管
理
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
、
保
育
士
の
配
置
基
準

改
善
な
ど
、
職
場
の
声
を
自

治
体
と
国
に
届
け
要
求
実
現

を
め
ざ
す
、
な
ど
発
言
、
春

闘
方
針
を
全
会
一
致
で
確
認

し
、
春
闘
と
一
体
に
、
平
和
・

い
の
ち
・
く
ら
し
守
る
共
同

を
広
げ
よ
う
と
確
認
し
ま
し

た
。

医
療
介
護
評
議
会
は
２
月

４
日
、
幹
事
会
を
開
催
し
ｗ

ｅ
ｂ
含
め
４
単
組

10人
が
参

加
。
は
じ
め
に
以
前
の
幹
事

会
で
の
要
望
「
定
年
引
上
げ
」

に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、

宇
和
島
病
院
局
の
職
員
向
け

説
明
資
料
を
も
と
に
学
習
。

実
際
に
想
定
さ
れ
る
事
案
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
今
で
も
職
員
数
が
ギ
リ
ギ

リ
で
全
く
余
裕
が
な
い
状
態

で
勤
務
制
限
が
あ
る
職
員
が

増
え
る
と
負
担
に
耐
え
か
ね

て
退
職
す
る
職
員
が
増
え
る
」

な
ど
意
見
や
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
単
組
報
告
の
後
、

各
自
治
体
病
院
間
で
看
護
師

の
職
歴
加
算
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
と
の
問
題
提
起
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
学
歴
職
歴

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
る
初
任

給
調
査
を
２
月
中
に
行
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
１
月

17

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

６
人
が
参
加
。
活
動
経
過
で

は
、
市
労
連
の
年
末
要
求
団

体
交
渉
で
、
水
道
労
組
代
表

が
「
会
計
年
度
職
員
の
期
末

手
当
支
給
月
数
改
善
・
国
の

対
応
に
準
じ
た
勤
勉
手
当
支

給
」
「
労
基
法
を
順
守
し
た

超
過
勤
務
手
当
の
計
算
と
支

給
」
を
強
調
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
で
は

「
安
全
衛
生
委
員
会
設
置
の

法
的
根
拠
」
「
厚
労
省
が
示

す
委
員
会
で
協
議
す
べ
き
事

案
」
な
ど
に
つ
い
て
高
尾
県

本
部
講
師
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

説
明
し
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。
職
場
状
況
で
は
「
人

事
考
課
制
度
」
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
た
「
春
闘
で
賃
上
げ

の
動
き
と
今
年
の
人
勧
影
響
」

な
ど
意
見
交
換
。
当
面
日
程

で
の
県
本
部
統
一
要
求
提
出

対
応
な
ど
相
談
し
、
次
回
執

行
委
員
会
を
確
認
し
ま
し
た
。

１
月

21日
「
全
労
連
四
国

第

23回
働
く
も
の
の
学
習
交

流
集
会

in徳
島
」
が
ｗ
ｅ
ｂ

で
開
催
さ
れ
、

19人
が
参
加
。

学
習
会
と
し
て
「
ロ
シ
ア
の

侵
略
を
止
め
る
た
め
に
日
本

の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
布

施
恵
輔
さ
ん
（
全
労
連
国
際

局
長
）
が
講
演
。
①
何
が
起

き
た
の
か
、
②
何
が
変
わ
っ

た
の
か
、
③
私
た
ち
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
政
府
は
本
来

「
国
連
憲
章
守
れ
の
先
頭
に

立
つ
外
交
」
を
行
う
べ
き
と

話
し
、
「
私
た
ち
は
春
闘
に

取
り
組
む
。
憲
法
・
平
和
の

課
題
に
な
ぜ
労
働
組
合
が
取

り
組
む
の
か
、
春
闘
で
の
た

た
か
い
が
軍
拡
・
大
増
税
を

止
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

平
和
に
も
結
び
つ
く
」
な
ど

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
平
和
に

関
し
て
の
テ
ー
マ
で
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

■
第

60回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
ま
す
。
目
指
せ
自
己

ベ
ス
ト
更
新
！
（
あ
わ
よ
く

ば
サ
ブ
ス
リ
ー
）

（
新
居
浜
・
藤
田
）

■
年
度
末
に
な
り
、
課
内
も

バ
タ
バ
タ
し
始
め
ま
し
た
。

時
間
に
追
わ
れ
気
持
ち
が
急

い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
し
っ

か
り
確
実
に
業
務
を
全
う
し

た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
こ
の
３
月
で
定
年
で
す
。

長
年
楽
し
み
に
し
て
い
た

パ
ズ
ル
と
も
お
別
れ
、
お
世

話
に
な
っ
た
職
員
組
合
も
終

わ
り
で
す
。
本
当
に
寂
し
い

な
ぁ
〜
と
残
念
で
す
が
、
春

か
ら
は
再
任
用
で
何
か
新
し

い
楽
し
み
見
つ
け
ま
す
！

（
西
条
・
日
野
）

■

10年
に
１
度
の
大
寒
波
で

大
人
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
は
バ
ケ
ツ
で
氷

を
作
ろ
う
と
し
た
り
、
雪
が

降
る
か
も
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

ま
し
た
。
が
、
氷
も
は
ら
ず
、

雪
も
降
ら
ず
で
し
た
。

（
今
治
・
越
智
）

■
１
月
下
旬
の
全
国
的
に
寒

波
が
覆
っ
た
夜
、
♪
大
雪
が

降
っ
た
せ
い
で
、
車
は
長
い

列
さ
～
…
を
実
感
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
と

マ
ス
ク
無
し
に
暴
飲
暴
食
の

忘
新
年
会
を
し
て
い
た
あ
の

頃
。
ま
さ
に
、
な
ん
で
も
な

い
よ
う
な
事
が
幸
せ
だ
っ
た

と
思
う
そ
ん
な
二
度
と
は
戻

れ
な
い
夜
で
し
た
。

（
西
予
・
山
里
）

■
パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
自
治
労
連
愛
媛
広

報
誌
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
早
く
気
付
け
ば

良
か
っ
た
で
す
。

（
内
子
・
亀
沖
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５３号

２０２３年 ２月２０日

■
５
５
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ボ
ウ
イ
ン
ボ
ウ
シ
ョ

ク
」
（
暴
飲
暴
食
）
で
し
た
。

正
解
は

16通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
西
梨
央
（
新
居
浜
）

越
智
志
珠
（
今

治
）

頼
木
美
和
（
西

条
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
５
５
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①人類史上最も死者を出したパンデミックの

ひとつ

④「カップヌードル」開発者、○○○○百福

⑦和菓子の一つ。白あんに砂糖などを加え

練った生菓子

⑧おおやけに定められた形式。○○○○行事

⑨編曲や脚色すること。名曲を○○○○する

【タテのカギ】

①マージャンの役、役満の一

②東南アジアの国。首都は「ヌサンタラ」に

③○○い、○○ゴリー、○○ーテル、

⑤商品が○○○○たので閉店です

⑥ひげなどを滑らかにそれるかどうかの感じ。

切れ味

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

事
故
防
止
に
心
が
け
よ
う
！
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


